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三
才
図
会
に
長
脚






国
・
長
臂





国
が
あ
る
。
「
長
脚
国
は
赤
水
の
東
に
あ
り
、
其
の
国
人
長
臂
国
と
近
く
、
其

の
人
常
に
長
臂
人
を
負
ひ
て
、
海
に
入
つ
て
魚
を
捕
ふ
。
長
臂
国
は
※
僥
国
の
東
に
あ
り
、
其
の
国
人
海
東
に

あ
り
て
、
人
手
を
垂
る
れ
ば
地
に
至
る
」
と
あ
る
。
全
く
空
想
の
国
に
は
相
違
な
い
が
、
我
が
清
涼
殿
の
荒
海

の
障
子
に
は
、
こ
れ
を
絵
に
書
い
て
あ
る
事
が
枕
草
子
に
も
見
え
て
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

信
州
諏
訪
に
は
手
長
大
明
神
・
足
長
大
明
神
の
二
社
が
あ
る
。
諏
訪
旧
蹟
誌
（
安
政
四
年
）
に
は
、
手
名
椎









・

足
名
椎







を
祭
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
書
い
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
単
に
手
足
相
対
す
る
こ
と
と
、
呼
声
の
近
い
の
と

か
ら
想
像
し
た
の
で
、
も
と
よ
り
拠
は
な
い
。
ま
た
足
長
と
は
な
い
が
、
上
野
利
根
郡
後
閑
村
に
は
八
掬
脛







社

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
長
髄






明
神
と
い
う
と
の
事
が
、
松
屋
筆
記
（
七
十
八
）
に
見
え
て
い
る
。
嘉
永
の
富
田

永
世
著
上
野
名
跡
誌
に
は
、
安
倍
貞
任
の
残
党
の
霊
を
祭
っ
た
の
だ
と
も
、
越
後
風
土
記
に
見
え
た
土
蜘
蛛
八

握
脛
を
祭
っ
た
の
だ
と
も
云
う
と
あ
る
。
ま
た
安
政
の
毛
呂
権
蔵
著
上
野
国
志
に
よ
る
に
、
貞
任
の
残
党
説
は
、

そ
の
社
の
別
当
国
泉
寺
の
寺
記
か
ら
出
て
い
る
ら
し
い
。
国
志
の
記
す
る
土
人
の
説
に
は
、

　
上
古
長
人
あ
つ
て
人
民
を
劫
掠
す
。
此
の
地
に
懸
崖
あ
り
、
其
の
半
腹
に
窟
あ
り
。
此
人
藤
を
以
て
山
上
よ

　
り
縋
り
て
窟
中
に
隠
れ
住
し
、
夜
は
出
で
ゝ
劫
掠
す
。
百
姓
之
を
愁
ふ
。
久
し
う
し
て
後
其
宅
窟
を
審
察
し

　
て
、
藤
縄
を
剪
断
す
。
長
人
去
る
事
能
は
ず
、
終
に
窟
中
に
斃
る
。
其
脛
八
掬
あ
り
。
後
人
奇
と
し
て
之
を

　
祀
る
と
い
へ
り
。
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と
あ
る
。
大
太
郎
法
師









と
同
じ
く
、
一
つ
の
巨
人
伝
説
の
附
会
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
足
長
の
神
は
他
に
所
見
が
少
い
が
、
手
長
の
神
は
各
地
に
多
い
。
延
喜
式
に
は
、
壱
岐
国
壱
岐
郡
手
長
比
売











神
社
、
同
国
石
田
郡
天
手
長
男









神
社
・
天
手
長
比
売










神
社
が
あ
っ
て
、
後
の
二
社
は
名
神
大
社
と
仰
が
れ
、
そ

の
手
長
男
神
社
は
同
国
一
の
宮
と
も
な
っ
て
い
る
。
祭
神
は
一
宮
記
に
、
天

思

兼

命














の
一
男
と
あ
る
が
、

も
と
よ
り
拠
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
。
太
宰
管
内
志
に
は
文
化
十
年
の
壱
岐
島
式
社
考
を
引
い
て
、
祭
神
天
忍
穂

耳
尊
・
手
力
雄
命











・
天
鈿
女
命












と
あ
る
。
ま
た
手
長
比
売
神
社
の
祭
神
は
、
同
書
に
壱
岐
図
説
を
引
い
て
、

忍
穂
耳
尊
の
妃
栲
幡
千
々
姫
命














と
、
稚
日
命
・
木
花
開
耶
姫
命
・
豊
玉
姫
命
・
玉
依
姫
命
だ
と
し
て
あ
る
が
、

果
し
て
旧
説
承
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
否
か
わ
か
ら
ぬ
。

　
関
東
・
奥
州
に
は
こ
と
に
手
長
の
社
が
多
い
。
中
に
も
有
名
な
の
は
磐
城
宇
多
郡
（
今
相
馬
郡
）
新
地
村
の

手
長
明
神
で
、
こ
れ
は
貝

塚

と

関

係

の

あ

る

神

ら

し

い

。
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
に
、

　
新
地
村
の
中
に
農
家
あ
リ
、
貝
塚
居









と
い
ふ
。
往
昔
神
あ
り
、
平
日
は
伊
具
の
※
狼
山







に
居
て
好
ん
で
貝

　
子
を
食
ふ
。
臂
肘
甚
だ
長
く
、
屡
長
臂
を
山
巓
に
伸
べ
て
数
千
の
貝
子
を
東
溟
の
中
に
撮
り
、
其
の
子

を
嚼



　
ひ
、
殻
を
茲
の
地
に
棄
つ
。
委
積
し
て
丘
の
如
し
。
郷
人
其
の
神
を
称
し
て
手
長
明
神
と
謂
ふ
。
委
殻
の
地

　
之
を
貝
塚
と
謂
ふ
。
其
の
朽
貝
腐
殻
如
今
な
ほ
存
す
。
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と
あ
る
。
同
書
伊
具
郡
の
条
に
も
同
様
の
事
が
書
い
て
あ
る
、
同
郡
山
上
村
に
も
手
長
明
神
が
あ
っ
て
、
類

似
の
説
を
伝
え
、
附
近
に
は
貝
塚
が
あ
り
、
参
詣
者
は
貝
殻
を
納
め
る
を
例
と
す
る
と
い
う
。
常
陸
風
土
記
那

賀
郡
大
櫛
岡
の
条
に
、
「
上
古
人
あ
り
体
極
め
て
長
大
、
身
丘
壟
の
上
に
居
て
蜃
を
採
て
之
を
食
ふ
。
其
の
食

ふ
所
の
貝
積
聚
り
て
岡
を
為
す
」
と
あ
る
の
と
全
く
同
一
説
話
で
、
け
だ
し
後
世
海
岸
か
ら
離
れ
た
地
に
貝
塚

の
あ
る
の
を
見
て
、
手
の
長
い
人
が
遠
方
の
海
か
ら
貝
を
取
っ
た
も
の
だ
と
の
空
想
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
手
長
明
神
は
貝
塚
に
の
み
伴
う
て
い
る
の
で
は
な
い
。
か
つ
て
武
蔵
大
里
郡
を
旅
行
し
て
、
深
谷
町

の
東
北
、
路
傍
の
古
墳
の
上
に
手
長
大
明
神
と
書
い
た
幟
の
幾
本
も
立
っ
て
い
る
の
を
見
た
事
が
あ
る
。
こ
れ

を
祭
る
人
の
心
で
は
、
お
稲
荷
様
と
か
道
祖
神







と
か
を
祭
る
と
同
じ
様
に
、
幸
福
を
祈
る
外
に
深
い
意
味
は
な

い
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
手
長
と
云
い
、
足
長
と
云
い
、
或
い
は
八
握
脛
・
長
髄
明
神
な
ど
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
或
る
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
手
長
、
足
長
に
つ
い
て
は
日
本
紀
に
面
白
い
解
釈
が
あ
る
。
神
武
天
皇
が
葛
城
の
土
蜘
蛛
を
誅
し
給
う
条
に
、

「
土
蜘
蛛
の
人
と
為
り
や
身

短

く

手

足

長

く

、
侏
儒
と
相
類
す
」
と
あ
る
。
土
蜘
蛛
の
民
族
的
研
究
は
、
い
ず

れ
本
誌
上
で
詳
論
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
結
局
は
先
住
民
族
の
或
る
者
に
対
し
た
貶
称
で
、
摂
津
風
土
記
に
説

明
し
て
あ
る
如
く
、
彼
ら
穴
中
に
居
た
か
ら
の
名
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
日
本
語
に
よ
っ
て
旧
説
の
如
く
「
土






籠

」
と
解
す
る
か
、
中
田
法
学
博
士
の
か
つ
て
史
学
雑
誌
で
論
ぜ
ら
れ
た
如
く
、
ア
イ
ヌ
語
の
ト
ン
チ
カ
ム

イ
す
な
わ
ち
土
窟
中
の
住
民
を
呼
ん
だ
名
だ
と
す
る
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
穴
住
居
の
先
住
民
を
賤
ん
で
呼
ん

だ
と
い
う
風
土
記
の
説
は
動
か
ぬ
。
こ
れ
を
古
書
に
は
往
々
「
土
雲
」
と
仮
字
書
き
し
て
あ
る
が
、
普
通
に

5



「
土
蜘
蛛
」
の
文
字
を
当
て
る
の
で
、
虫
の
蜘
蛛
に
連
想
し
て
、
身
短
か
く
手
足
長
き
人
だ
と
の
説
も
起
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
事
実
上
に
お
い
て
も
、
彼
ら
は
幾
ら
か
手
足
の
発
育
の
よ
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
ぬ
。
大
串
博
士
の
調
査
に
よ
る
に
、
河
内
の
国
府
の
遺
蹟
か
ら
出
た
人
骨
は
、
普
通
の
日
本
人
に
比
し
て
、

割
合
に
手
足
が
長
い
と
い
う
。
太
古
山
野
を
跋
渉
す
る
に
慣
れ
、
座
る
事
の
少
か
っ
た
人
民
は
、
自
然
に
こ
の

傾
向
が
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
か
く
て
彼
ら
は
、
或
い
は
時
に
八
握
脛







と
も
呼
ば
れ
た
。
越
後
風
土
記
に

は
、
奈
良
朝
当
時
な
お
こ
の
地
に
属
類
の
多
く
存
し
た
或
る
種
族
を
以
て
、
崇
神
天
皇
朝
の
八
掬
脛







の
遺
※





で
、

そ
の
先
祖
は
土
雲
だ
と
あ
る
。
大
和
に
お
い
て
神
武
天
皇
に
反
抗
し
た
長
髄
彦
も
、
畢
竟
は
脚
の
長
い
男
の
義

で
、
も
と
土
蜘
蛛
と
名
付
け
た
俗
伝
が
、
遂
に
は
堂
々
た
る
史
上
の
敵
軍
の
大
将
の
名
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
利
根
郡
の
八
握
脛
社
を
、
一
に
長
髄
明
神
と
い
う
の
は
、
正
に
こ
の
説
を
裏
書
し
て
い
る
。
国
泉
寺
記
に

こ
の
神
を
安
倍
貞
任
の
残
党
だ
と
あ
る
の
も
、
全
く
拠
の
な
い
説
で
は
な
い
。
貞
任
は
も
と
長
髄
彦
の
兄
た
る

安
日
の
後
裔
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
明
ら
か
に
俘
囚





の
族
で
あ
っ
た
か
ら
、
長
髄
明
神
の
名
か
ら
こ
の
説
が

あ
る
の
も
無
理
は
な
い
。

　
要
す
る
に
手
長
・
足
長
は
、
先
住
穴
居
民
が
一
旦
土
蜘
蛛
の
名
に
よ
っ
て
、
手
足
の
長
い
人
と
信
ぜ
ら
れ
、

再
転
し
て
巨
人
伝
説
中
に
収
容
せ
ら
れ
、
或
い
は
遠
方
の
貝
を
採
っ
た
と
い
う
話
な
ど
か
ら
、
手
の
長
い
事
を

主
と
し
て
手
長
と
云
い
、
或
い
は
高
い
山
に
昇
降
し
た
と
い
う
話
な
ど
か
ら
、
足
の
長
い
事
を
主
と
し
て
八
握

脛
な
ど
と
呼
ん
だ
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
貝
塚
や
古
墳
に
関
係
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
、
遂
に

は
さ
ら
ぬ
所
に
も
、
俗
間
信
仰
の
神
と
し
て
祭
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
三
才
図
会
に
長
脚
国
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・
長
臂
国
と
あ
る
の
も
、
東
海
の
国
に
手
足
の
長
い
人
が
居
て
、
魚
を
捕
っ
て
喰
っ
た
と
い
う
俗
伝
が
彼
に
伝

わ
っ
て
、
そ
ん
な
想
像
を
描
く
に
至
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
手
長
と
い
う
語
の
出
来
た
の
は
す
こ
ぶ
る
古
い
。
既
に
文
徳
天
皇
嘉
祥
三
年
に
お
い
て
、
壱
岐
の
手
長
男
神

・
手
長
姫
神
が
官
社
に
列
せ
ら
れ
た
の
を
以
て
み
て
も
察
せ
ら
れ
る
。
既
に
こ
れ
を
手
長
と
い
う
事
か
ら
、
御

世
の
長
き
を
祈
り
、
寿





の
長
き
を
祝
う
詞
に
、
往
々
こ
の
語
を
用
い
た
。
延
喜
式
祈
年
祭
・
六
月
月
次






祭
な
ど

の
祝
詞





に
、
「
皇
孫
命










の
御
世
を
手

長

の
御
世
と
堅
磐





に
常
磐





に
斎



ひ
奉
る
」
と
云
い
、
伊
勢
大
神
宮
六
月

月
次
祭
の
祝
詞
に
は
、
「
天
皇





が
御
命





に
ま
す
御

寿








を
、
手

長

の
御
寿
と
湯
津
磐
村








の
如
く
、
常
磐
に
堅
磐

に
い
か
し
御
世
に
幸



は
ひ
給
ひ
」
な
ど
と
も
あ
る
。
こ
の
「
手
長
」
を
賀
茂
真
淵
翁
は
、
「
手
」
は
発
語
で
単

に
長
い
意
味
だ
と
云
い
、
本
居
宣
長
翁
は
「
足
長






」
の
義
だ
と
説
か
れ
た
が
、
自
分
は
や
は
り
手
長
の
神
に
関

係
し
て
考
え
た
い
。
無
論
こ
の
際
に
お
い
て
、
そ
れ
が
土
蜘
蛛
だ
と
い
う
思
想
は
な
く
、
単
に
手
長
と
い
う
語

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
長
き
を
祝
す
る
意
に
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
今
一
つ
併
せ
考
う
べ
き
は
、
古
え
饗
宴
の
給
仕
人
の
或
る
者
を
「
手
長
」
と
云
っ
た
事
で
今
も
寺
院
に
は
こ

の
称
が
あ
る
。
宇
治
拾
遺
物
語
「
寂
照
上
人
鉢
を
飛
ば
す
事
」
の
条
に
、

　
王
の
た
ま
は
く
、
今
日
の
斎
筵
は
手

長

の
役
あ
る
べ
か
ら
ず
、
各
我
が
鉢
を
飛
ば
せ
や
り
て
物
は
受
く
べ
し

　
と
の
た
ま
ふ
。
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と
あ
る
。
こ
の
外
日
記
類
に
散
見
す
る
と
こ
ろ
が
甚
だ
多
い
。

　
康
平
記
、
康
平
五
年
正
月
二
十
日
条
、

　
　
左
近
少
将
政
長
為
尊
者
手

長

。
同
少
将
俊
明
為
主
人
手

長

。

　
小
右
記
長
徳
二
年
八
月
条
、

　
　
手

長

誰
人
可
奉
仕
乎
。

　
台
記
仁
平
四
年
正
月
十
四
日
条
、

　
　
景
良
雖
六
位
奉
‐
仕
端
座
手

長

。
…
…
公
卿
座
将
監
手

長

、
以
将
・
弁
・
少
納
言
座
無
手

長

　
玉
海
、
仁
安
二
年
十
二
月
九
日
条
、

　
　
摂
政
・
左
府
・
下
官
・
内
府
等
、
皆
手

長

以
下
人
兼
居
之
。

　
吾
妻
鏡
、
康
元
二
年
二
月
二
日
条
、

　
　
仲
家
役

送

、
資
茂
勤
同
手

長

。

　
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
、
文
明
十
二
年
七
月
二
日
条
、

　
　
寺
務
前
手

長

並
役
送
持
‐
参
鳥
口





、
献
御
酒
。

　
な
ど
、
こ
の
外
に
も
所
見
す
こ
ぶ
る
多
い
。
大
諸
礼
に
、
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手

長

と
い
ふ
は
膳
部
の
方
よ
り
請
取
、
通





の
方
へ
渡
す
を
手
長
と
い
ふ
な
り
。

　
と
説
明
し
て
あ
る
。
さ
れ
ば
倭
訓
栞
に
は
、
「
今
云
ふ
手
伝
の
人
な
り
」
と
云
い
、
上
田
博
士
・
松
井
簡
治

氏
合
著
の
国
語
辞
典
に
は
、
「
仲
居
の
事
な
り
」
と
解
し
て
い
る
が
、
共
に
こ
れ
を
手
長
と
い
う
理
由
に
至
っ

て
は
説
い
て
な
い
。
柳
田
國
男
君
の
郷
土
研
究
（
二
巻
二
号
）
に
は
、

　
手
長
の
意
味
は
主
公
自
ら
手
を
延
ば
し
て
物
を
調
べ
る
と
同
一
の
結
果
を
得
る
か
ら
で
、
言
は
ゞ
居
間
か
ら

　
玄
関
又
は
勝
手
元
へ
届
く
様
な
手
を
言
ふ
こ
と
で
あ
ら
う
。

　
と
説
い
て
お
ら
れ
る
。
ま
こ
と
に
面
白
い
解
釈
で
、
手
長
を
単
に
仲
居
の
場
合
に
見
立
て
た
な
ら
、
こ
れ
で

十
分
説
明
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
中
古
饗
宴
の
際
の
仲
居
の
役
廻
り
に
は
、
後
取






・
陪
膳






・
役
送






・
手

長


と
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
受
持
ち
が
違
っ
て
お
っ
た
様
で
あ
る
。
江
次
第
に
、
「
陪

膳

の
女
房
御
酒
盞
を
取
る

。
」
、
「
御
酒
盞
の
余
分
、
御
銚
子
の
余
分
等
を
大
土
器
に
移
し
入
れ
て
、
伝
へ
て
後

取

人
に
給
し
、
其
の
人

飲
み
畢



る
」
、
藤
原
明
衡
の
雲
州
消
息
に
、
「
今
日
奉
‐
仕
後

取

之
役
。
杖
酔
退
出
」
、
公
事
根
源
に
、
「
昔

は
上
戸
を
選
で
後

取

に
め
し
け
る
と
か
や
」
、
三
中
口
伝
に
、
「
役

送

打
敷
を
取
て
陪

膳

に
進
む
」
、
台
記
に
、

「
陪

膳

地
下
五
位
進
み
居
り
、
役

送

地
下
五
位
折
敷
を
取
る
。
」
、
「
手
長
外
記





、
益

送

（
役
送
に
同
じ
）
史





。
」
な
ど
見
え
、
大
諸
礼
に
は
、
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膳
を
出
す
に
先
手

長

の
衆
一
間
に
二
人
づ
ゝ
有
之
よ
し
。
是
は
座
敷
よ
り
見
え
ぬ
所
ま
で
参
も
の
也
。

　
と
も
あ
っ
て
、
手
長
は
仲
居
の
仕
事
の
或
る
一
部
の
み
を
勤
め
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、

手
が
長
い
の
は
便
利
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
や
や
落
ち
つ
か
ぬ
感
が
な
い
で
も
な
い
。
こ
と
に
そ
れ
を

手
長
明
神
に
ま
で
説
き
及
ぼ
し
て
、
こ
の
神
各
地
の
神
社
の
末
社
に
あ
っ
て
、
仲
居






の
神
・
巫
祝
の
家
の
神
、

侍
従
の
神
の
意
に
解
せ
ら
れ
ん
と
す
る
に
至
っ
て
は
、
や
や
窮
屈
の
感
が
あ
る
で
は
な
か
ろ
う
か
。
自
分
の
知

っ
て
い
る
限
り
で
は
、
手
長
の
神
が
末
社
に
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
磐
城
の
手
長
明
神
を
始
め
と
し
て
、
独
立

の
神
た
る
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
し
い
て
こ
の
手
長
明
神
と
、
饗
宴
の
手
長
と
の
間
に
関
係
を
求
め
る
な
ら
ば
、

自
分
は
や
は
り
こ
れ
を
先
住
民
の
意
に
見
て
、
も
と
饗
宴
に
手
長
、
足
長
族
を
使
役
し
た
の
が
起
原
だ
と
解
し

た
い
。
一
段
と
低
級
に
見
ら
れ
た
民
族
が
、
コ
ッ
ク
の
役
を
勤
め
る
の
は
今
も
例
が
多
い
。
支
那
で
も
君
子
は

庖
厨
を
遠
ざ
く
と
あ
っ
て
、
料
理
番
は
あ
ま
り
名
誉
の
職
で
は
な
か
っ
た
。
我
が
古
代
で
も
内
膳
司
の
長
官
は
、

安
曇
・
高
橋
の
二
氏
が
任
ぜ
ら
れ
る
例
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
二
氏
と
も
に
手
長
族
に
縁
が
あ
る
。
高
橋
氏
は
景

行
天
皇
東
幸
の
際
の
御
膳
の
役
を
勤
め
た
も
の
の
子
孫
だ
と
云
う
事
で
、
新
撰
姓
氏
録
に
は
、
宍
人






朝
臣
・
阿

倍
朝
臣
な
ど
と
同
じ
く
、
大
彦
命
の
後
だ
と
あ
る
が
、
宍
人
と
は
獣
肉
を
調
理
す
る
役
廻
り
で
、
後
世
な
ら
ば

屠
者





す
な
わ
ち
賤
者
の
任
務
だ
。
ま
た
阿
倍
氏
は
、
大
彦
命
の
子
孫
だ
と
し
て
著
名
で
は
あ
る
が
、
そ
の
一
族

と
し
て
知
ら
れ
た
も
の
の
中
に
は
、
俘
囚





の
家
柄
も
少
く
な
い
。
俘
囚
の
長
た
る
安
倍
貞
任
の
如
き
は
、
後
か
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ら
や
は
り
大
彦
命
に
関
係
は
つ
け
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
子
孫
た
る
秋
田
氏
で
は
、
そ
の
実
長
髄
彦
の
兄
の
後

裔
で
、
神
武
天
皇
以
前
の
家
柄
を
伝
え
た
事
を
、
む
し
ろ
誇
り
と
し
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
こ

の
阿
倍
・
高
橋
・
宍
人
等
の
仲
間
に
は
、
大
彦
命
よ
り
は
さ
ら
に
古
い
家
柄
の
も
の
が
、
何
ら
か
の
関
係
で
、

系
図
を
こ
れ
に
仮
托
し
た
も
の
も
少
か
ら
ぬ
を
認
め
た
い
。
よ
し
や
そ
の
部
長
た
る
高
橋
朝
臣
は
真
に
大
彦
命

の
後
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
部
下
た
る
膳
夫






輩
に
は
、
調
理
に
長
じ
た
先
住
民
の
後
の
少
か
ら
ぬ
こ
と
を

認
め
た
い
。
ま
た
安
曇
氏
は
海

人

の
長
と
あ
っ
て
、
海
人
の
中
に
は
明
ら
か
に
土
蜘
蛛
の
子
孫
と
称
せ
ら
れ
た

も
の
も
あ
り
、
し
か
ら
ざ
る
も
こ
れ
が
多
く
先
住
民
の
後
た
る
こ
と
は
、
種
々
の
点
か
ら
認
定
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
し
か
ら
ば
古
え
の
膳
夫
に
は
、
往
々
に
し
て
手
長
・
足
長
族
の
人
が
多
か
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

大
国
主
神
国
譲
り
の
際
に
、
水
戸
神








の
孫
を
膳
夫






と
し
た
と
い
う
の
も
、
水
に
住
む
漁
夫
が
こ
の
役
を
勤
め
た

習
慣
を
示
し
て
い
る
。
こ
と
に
日
本
武
尊
東
征
の
際
の
膳
夫






は
七
掬
脛








だ
と
あ
る
。
八
掬
脛
よ
り
は
や
や
短
い

が
、
こ
れ
は
百
里
に
足
ら
ぬ
九
十
九
里
浜
の
類
で
、
や
は
り
長
髄
彦
の
仲
間
と
し
て
、
足
長
族
た
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
古
代
の
膳
夫
が
果
し
て
手
長
・
足
長
の
族
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
こ
れ
を
呼
ぶ
に
手
長
の
綽
名
を
以
て

し
、
遂
に
そ
れ
が
給
仕
人
の
或
る
者
に
遺
っ
た
と
解
す
る
の
も
あ
な
が
ち
無
理
で
は
あ
る
ま
い
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
手
長
・
足
長
と
は
、
土
蜘
蛛
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
た
或
る
先
住
民
に
関
す
る
俗
説
で
、
そ

れ
が
貝
塚
な
り
古
墳
な
り
に
関
係
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
、
遂
に
俗
信
上
の
神
と
し
て
祭
ら
れ
る
に
至
っ
て
、
往

々
他
の
神
社
の
境
内
に
寄
寓
す
る
事
、
道
祖
神
・
百
大
夫
な
ど
と
同
じ
有
様
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
東
海
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の
長
臂
国
・
長
脚
国
の
思
想
も
、
或
い
は
こ
れ
に
関
係
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ぬ
。
そ
し
て
一
方
で
は
、
古

代
そ
の
族
人
が
膳
夫
と
し
て
貴
紳
に
仕
え
た
の
で
、
手
長
の
名
が
後
ま
で
も
給
仕
人
の
或
る
者
に
遺
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

　
以
上
は
全
く
自
分
の
臆
説
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
に
関
連
し
た
土
蜘
蛛
の
研
究
は
、
他
日
改
め
て
発
表
す
る
の

期
を
待
た
れ
た
い
。
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